
 

 

 

 

 

 

 

県立広島大学では，今後増加する在宅医療，在宅リハビリに対応するケアマネジャーの

再就職支援とスキルアップに資する教育プログラムの開発・実施を目的とした研修事業を

実施します。 

本研修事業には，２つの教育プログラムがあり，平成２０年度は各プログラムともに，

２回（第１期，第２期）開講します。 

今回は，第２期プログラムの募集です。（第 1期プログラムは終了しました。） 

 

 

 

 

 

※ 詳しくは各プログラムの募集案内をご覧ください。 

 

主   催 県立広島大学（保健福祉学部） 

後   援 ＮＰＯ法人広島県介護支援専門員協会 

 

 

 

 

地域包括ケア推進を目指した講義（３日）＋演習（１日）の合計４日間 

 

医療分野への知見を高める講義，事例を用いたチームアプローチ演習及びグループディスカ

ッション等により，医療ニーズの高い利用者に対する在宅リハビリ，在宅ターミナルケア等

の視点からのケアマネジメント力のスキルアップを目標とします。 

 

 

 

【必修科目】基礎実務習得講座(５日)＋【選択科目】ＩＴ基礎講座(３日) の合計８日間 

※ただし，ＩＴ基礎講座は，希望者のみの受講となります。 

 

介護支援業務の一連の流れ，実務方法についての理解の深めるとともに，介護保険給付管理

業務を行うために必要不可欠な，パソコンの基礎的な操作方法の習得を図ります。 

文部科学省「平成１９年度社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」選定委託事業 

再就職支援教育プログラム（実務非従事者向け） 
～ケアマネジャー資格を有しながら，子育て，スキル不足等で実務従事できなかった人への再教育～ 

スキルアップ教育プログラム（実務従事者向け） 
～「医療分野に強い」ケアマネジャーへのキャリアアップ教育～ 

県立広島大学三原キャンパス地域連携センター 社会人の学び直しニーズ担当 
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 問い合わせ先 

県立広島大学『ケアマネジャー（介護支援専門員）を対象とした再就職支援及びスキルアップ講座』



  

 

● 対 象 者  次の要件（１）～（４）をすべて満たす者。 

（１）介護支援専門員有資格者。 

（２）現在，居宅介護支援業務の実務に就いていない。 

（３）将来，居宅介護支援事業所等への再就職を希望している。 

（４）プログラムの必修科目の全日程に参加できる。 

● 受講定員  ２０名（先着順） 

● 受 講 料  無料 

● 会  場  「県立広島大学広島キャンパス」及び「（株）広島ソフトウェアセンター」 

● 申込方法  申込書に必要事項を記入し，平成２０年９月３０日（火）までにＦＡＸで申し込んで

下さい。 

受講の可否については申込者全員に通知します。 

● そ の 他  必修科目の全日程（５日間）を修了した人には，修了証書を交付します。 

 

プログラム 
 

 

〔時間〕10:00～16:00（昼休憩 1時間） 

 〔会場〕１～４回：県立広島大学広島キャンパス（広島市南区宇品東１－１－７１） 

       ５回：（株）広島ソフトウェアセンター（広島市西区草津新町１－２１－３５） 

回 日程 内容 講師 

1 11/8(土) 

開会・オリエンテーション 

①介護保険制度の動向と介護支援専門員への期

待 

②介護支援専門員の職業倫理と人権の尊重 

③介護支援サービス提供の現状と課題 

 

①～③ 

金子 努（人間福祉学科教授） 

2 11/9(日) ケアプラン作成の理論と実際 金子 努（人間福祉学科教授） 

3 11/15(土) 

①面接技術の基礎 

②サービス担当者会議の開催 

③モニタリングの方法 

同上 

4 11/16(日) 介護報酬の解釈とその実際 
平田 知伯 

(ＮＰＯ法人広島県介護支援専門員協会理事)

5 11/29(土) 給付管理業務と請求事務の実際 金子 努（人間福祉学科教授） 

（県立広島大学保健福祉学部の教員については，大学・学部名は省略） 

 

 

〔時間〕10:00～16:00（昼休憩 1時間） 

〔会場〕（株）広島ソフトウェアセンター（広島市西区草津新町１－２１－３５） 

回 日程 内容 

選択① 12/6（土) インターネットを活用した情報収集とＥメール 

選択② 12/13(土) ワードの基礎とその活用 

選択③ 12/14(日) エクセルの基礎とその活用 

【選択科目】ＩＴ基礎講座 

【必修科目】基礎実務習得講座 

再就職支援教育プログラム（実務非従事者向け） 第２期 募集案内 



  

 

スキルアップ教育プログラム（実務従事者向け） 第２期 募集案内 

● 対 象 者  次の要件（１）～（２）をすべて満たす者。 

（１）現在，介護支援専門員として居宅介護支援業務の実務に就いている。 

（２）プログラムの全日程に参加できる。 

● 受講定員  ２０名（先着順） 

● 受 講 料  無料 

● 会  場  県立広島大学三原キャンパス（三原市学園町１－１） 

● 申込方法  申込書及び推薦書に必要事項を記入し，平成２０年９月２５日（木）までにＦＡＸで

申し込み，原本を郵送してください。申込みは，１事業所１名までとします。 

受講の可否については申込者全員に通知します。 

● そ の 他  ・全日程（４日間）を修了した人には，修了証書を交付します。 

        ・プログラム期間中に上記の要件（１）を欠いた場合は，以降のプログラムは受講で

きません。 

プログラム 

 

 
第２期は，「医療系」の職種の方を対象としたプログラムです。「福祉系」の職種の方は対象外となります。

〔時間〕①10:40～12:10 ②13:00～14:30 ③14:40～16:10 ④16:20～17:50 

     初回は，10 時 10 分からオリエンテーションを行います。 

 

回 日程 内容 講師 

1 10/16(木) 

開会・オリエンテーション 

①②介護保険分野でのリハビリテーションの

問題点と課題 

③コミュニケーション障害に対するリハビリ

テーション 

④嚥下障害に対するリハビリテーション 

 

①②吉田 俊之 

（㈱エネルギア介護サービス・理学療法士） 

③坊岡 峰子 

（コミュニケーション障害学科助教） 

④山本 容子 

（尾道市医師会老健やすらぎの家 

リハビリ主任・言語聴覚士） 

2 10/23(木) 

①②コミュニケーションのスキルアップ 

 

③④医療依存度の高い利用者へのケアの実際

①②澤田 章子 
（オフィス･インテグラル㈱・代表） 

③④名越 静香 

（広島県緩和ｹｱ支援ｾﾝﾀｰ・緩和ｹｱ支援室室長） 

3 11/6(木) 

①認知症リハビリテーション理論 

②認知症のケアの実際 

③広島県の社会資源調査・発行・活用の実際
 

④医療依存度の高い事例からみる今後の課題

①小池 好久（作業療法学科准教授） 

②山岡 喜美子（人間福祉学科教授） 

③柳迫 三寛 
（三原赤十字病院・医療ソーシャルワーカー） 

④水本 幸恵 

（指定東広島地区医師会 居宅介護支援事業所 

介護支援専門員・平成 19 年度受講生） 

4 11/13(木) 

①事例検討導入―課題の掘り下げ手法 

 

②～④演習（事例検討） 

①橋本 康男 

（広島県総務局・国際課長） 

②～④ 

村上 須賀子（人間福祉学科教授）ほか 
 

 （県立広島大学保健福祉学部の教員については，大学・学部名は省略） 

 



 

  

 

〒７２３－００５３ 三原市学園町１－１ 

県立広島大学三原キャンパス地域連携センター 社会人の学び直しニーズ担当 宛 
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【申込及び問合先】 

申 込 書 

再就職支援教育プログラム ／（選択① ・ 選択② ・ 選択③）プログラム名 

 

※ 希望するプログラム・選択科目に

○をしてください。 スキルアップ教育プログラム 

申込者氏名（ふりがな）  

 

現住所 

〒 

 

電話番号（    ）     －      

連絡先 

 

※ 日中必ず連絡がとれる連絡先をご

記入ください。 

※ 勤務先の場合は，勤務先の名称をご記入ください。 

〒 

 

電話番号（    ）      －         

携帯番号     －      － 

介護支援専門員登録番号 （８桁） 

登録都道府県 □ 広島県  □ その他（        ） 

基礎となる資格  
※ 例）看護師，理学療法士，作業療法士など

 

 
(切り離さないでください) 

推 薦 書 

平成２０年  月  日 

公立大学法人県立広島大学理事長 様 

 

 被推薦者氏名            

上記の者を「スキルアップ教育プログラム」の受講者として推薦します。 

（推薦者）施設・事業所名 

住所 

代表者職氏名                 

※ 申込書及び推薦書に記載する個人情報は，本研修事業以外には使用しません。 


